
なばな（主として花を食するもの）

南房総市、鋸南（きょ
なん）町、館山市などが
主産地で、１月から２月
が旬である。
（収穫量全国１位）

らっかせい
主産地の八街（やちま

た）市のほか県内各地で
生産され、全国の収穫量
の約８割強を占めている。
（収穫量全国１位）

かぶ
柏市、東庄（とうのし

ょう）町、松戸市などが
主産地で、12月から５月
が旬である。
（収穫量全国１位）

千 葉 県 の 農 林 水 産 業 の 概 要

主な農林水産物特徴・取組

千葉県は、四方を海と川に囲まれ、温暖な気候と豊かな自然環境、大消費
地である首都圏に位置するという恵まれた立地条件の下にある。

さやいんげん
袖ケ浦（そでがうら）

市、香取市などが主産
地で、５月が旬である。
（収穫量全国１位）

日本なし
県内の火山灰土壌が

梨の栽培に向いている
ことや消費地に近いこ
とから、栽培が盛んで
ある。
（収穫量全国１位）

にんじん
富里市、八街市、山

武（さんむ）市、香取
市などが主産地で、５
月下旬から６月、12月
が旬である。
（収穫量全国２位）

すずき類
主に東京湾の船橋市、

富津（ふっつ）市で水揚
げが盛んで、６月から８
月が旬である。
（漁獲量全国１位）

県北西部では、東京に隣接し、人口集積地であること、道路交通網が発達
していることなどを背景に、日本なしやえだまめなど収益性の高い都市農業
が展開されている。東京湾岸地域では、素材・エネルギー産業の集積地であ
る京葉臨海コンビナートが形成され、幕張メッセやオフィス等を中核とした
国際都市として栄えている中においても、観光農園等の立地条件を生かした
特徴ある農業が展開されている。県北東部は、農業、畜産業、水産業が発展
した食料の一大生産地であるとともに、成田空港を擁し、空港関連産業・国
際物流産業が盛んである。県南部では、温暖な気候や豊かな自然を生かし、
多彩な特産品が生産されている。また、沿岸地域では、海に関する地域資源
の価値や魅力を生かした「海業」の取組が進められている。

令和６年の農業産出額は全国４位である。園芸（野菜、果実、花き）が県
全体の４割弱を占め、次いで畜産が３割強、米が２割強の順となっている。
農産物の収穫量は、らっかせい、かぶ、だいこん、日本なしなど全国１位の
品目が多数ある。また、農産物直売所の数が全国１位であり、いちご狩りな
ど都市と農村の交流活動も盛んである。
漁業では、令和７年の水揚量日本一（注）の銚子漁港をはじめ、県内各地の

漁港で多様な魚介類が水揚げされており、きんめだい、たちうお、すずき類、
このしろ、かたくちいわし、いせえび等が全国有数の水揚量を誇っている。

千葉県では、令和７年10月に県政運営の基本的な方向性を定めた「千葉県
総合計画～千葉の未来をともに創る～」を策定し、さらに、総合計画を上位
計画とする「千葉県農林水産業振興計画（令和８年度～11年度） 」を令和８
年３月に策定したところである。振興計画は、「稼げる農林水産業の実現と
農山漁村の活性化」を基本目標に掲げ、具体的な取組として、新規就業者の
伴走型支援や企業参入の促進、農林漁業者の経営力の向上等による「担い手
の確保・育成」、スマート技術の一層の導入や共同利用施設の再編等による
「成長力の強化」、県産農林水産物のブランディング等による「販売力の強
化」や「輸出促進」を図るとともに、都市と農山漁村の交流促進や地域資源
の活用による「農村漁村の活性化」に取り組むこととしている。

だいこん
銚子市、旭市、市原

市などが主産地で、12
月から３月が旬である。
（収穫量全国１位）

令和８年版

かんしょ
成田市、香取市、

多古町などが主産
地で、10月から１
月が旬である。
（収穫量全国３位）

マッシュルーム
旭市、香取市が主産地

で、10cm前後のジャンボ
マッシュルームの生産も
盛んである。
（収穫量全国１位）

（注）令和７年水産物流通調査



千 葉 県 内 の 各 地 域 に お け る 農 林 水 産 物

海匝（かいそう）地域

【農畜産物】水稲、キャベツ、だいこん、
マッシュルーム、スイートコーン、いち
ご、ししとう、メロン、しろうり、きゅ
うり、パセリ、トマト、しゅんぎく、み
つば、ガーベラ（切り花類）、シクラメ
ン（鉢物類）、街路樹苗木、庭園樹苗木、
豚、肉用牛、鶏卵
【水産物】まぐろ類、かじき類、いわし
類、まあじ、さば類、ぶり類、ひらめ、
かれい類、まだい、きんめだい、いか類、
はまぐり類、かつお類

山武・長生地域
【農畜産物】水稲、ねぎ、だいこん、さ
やいんげん、にんじん、トマト、キャベ
ツ、きゅうり、いちご、すいか、さとい
も、スイートコーン、メロン、かぼちゃ、
みつば、そらまめ、ししとう、れんこん、
たまねぎ、カラー（切り花類）、洋ラン
類（鉢もの類）、庭園樹苗木、豚

【水産物】いわし類、はまぐり類

印旛（いんば）地域

【農畜産物】水稲、かんしょ、らっかせい、
すいか、にんじん、さといも、トマト、日
本なし、だいこん、しょうが、やまのいも、
れんこん、ばれいしょ、しろうり、ゆり
（切り花類）

千葉・東葛飾（ひがしかつしか）地域

【農畜産物】ねぎ、日本なし、だいこん、
にんじん、キャベツ、ほうれんそう、えだ
まめ、かぶ、なす、しゅんぎく、こまつな、
みつば、らっかせい、生乳
【水産物】すずき類、かれい類、このしろ、
あさり類、はまぐり類、ホンビノスガイ、
のり類

夷隅・安房・君津地域

【農畜産物】水稲、いちご、さといも、さ
やいんげん、レタス、なばな（花を食する
もの）、カーネーション（切り花類）、そ
らまめ、びわ、ストック（切り花類）、カ
ラー（切り花類）、スターチス（切り花
類）、洋ラン類（鉢もの類）、鶏卵、生乳、
【水産物】まぐろ類、かじき類、かつお類、
まあじ、さば類、ぶり類、ひらめ、たちう
お、たい類、すずき類、きんめだい、いせ
えび、あわび類、さざえ、あさり類、いか
類、たこ類、のり類

出典：「千葉県農林水産業の動向-令和７年度版-」「千葉の園芸と農産 令和６年４月」等を基に作成

香取地域

【農畜産物】水稲、かんしょ、やまのい
も、にんじん、だいこん、さやいんげん、
かぶ、マッシュルーム、みつば、ばれい
しょ、にら、観葉植物（鉢もの類）、鶏
卵、豚、生乳



出典： 「作物統計」、「特定作物統計」、「野菜生産出荷統計」、「果樹生産出荷統計」、「畜産物流通統計」、
「地域特産野菜生産状況」

マッシュルーム 収穫量 R4 3,270 ｔ 8,810 ｔ 1 *

注：（　）は農業総産出額及び農業産出額を100％とした割合である。

なばな（花） 収穫量 R4 1,820 ｔ 3,830 ｔ 1

出典： 「令和６年農業総産出額及び生産農業所得（全国）」、「令和６年農業産出額及び生産農業所得（都道府県別）」

鶏卵 生産量 R7 124,241 ｔ 2,453,409 ｔ 6

日本なし 収穫量 R6 21,400 ｔ 172,700 ｔ 1
加工農産物 2 億円 565 億円 18かぶ 収穫量 R6 25,400 ｔ 94,300 ｔ 1
その他畜産物 10 億円 1,021 億円 7

*
にんじん 収穫量 R6 83,000 ｔ 530,900 ｔ 2

ブロイラー 53 億円 4,259 億円 15さやいんげん 収穫量 R6 4,720 ｔ 29,700 ｔ 1
鶏卵 397 億円 5,764 億円 1

10,170 億円 5
だいこん 収穫量 R6 135,800 ｔ 1,082,000

ｔ 3 鶏 483 億円
ｔ 1

かんしょ 収穫量 R7 80,000 ｔ 699,400
568 億円 7,567 億円 4らっかせい 収穫量 R7 11,500 ｔ 13,400
251 億円 8,937 億円 6年次 千 葉 県 全 国 全国順位 生乳

ｔ 1 豚

農畜産物の生産状況
乳用牛 269 億円 10,035 億円 5

区 分

(34.0) 5

肉用牛 134 億円 7,861 億円 18

畜産 1,464 億円 (32.3) 36,654 億円

その他作物 x 億円 583 億円 - *

工芸農作物 2 億円 1,577 億円 28

(9.4) 22

花き 200 億円 3,423 億円 2

果実 114 億円 (2.5) 10,112 億円

野菜 1,430 億円 (31.5) 25,510 億円 (23.7) 4

いも類 212 億円 2,565 億円 4

豆類 73 億円 621 億円 2

雑穀 0 億円 87 億円 18

(23.7) 8

麦類 x 億円 582 億円 - *

(100.0) 4

米 1,005 億円 (22.2) 25,524 億円

農業産出額 4,533 億円 (100.0) 107,801 億円

千 葉 県 の 農 業 （ １ ）

・農業産出額は4,533億円で全国４位。うち米が1,005億円（22.2％）、野菜が1,430億円（31.5％）、畜産が1,464億円（32.3％）。
・農畜産物の生産状況は、らっかせい、だいこん、さやいんげん、かぶ、日本なし、なばな（主として花を食するもの）、マッシュルームが全国１位。

農業産出額の概略 農業産出額のデータ

区 分 千葉県の農業産出額 全国の農業総産出額 全国順位

都道府県の農業、林業、漁業の表の見方

・令和８年３月31日時点における最新の統計等の公表データを使用

・表中に使用した記号は次のとおり

「０」 : 単位に満たないもの（例：0.4ｔ→０ｔ）

「－」: 事実のないもの

「…」：調査を欠くもの

「ｘ」 : 秘密を保護するため統計数値を公表しないもの。

「＊」：秘密を保護するため統計数値を公表していない都道府県を除いた順位

野菜

1,430億円

31.5%

米

1,005億円

22.2%

豚

568億円

12.5%

鶏卵

397億円

8.8%

乳用牛

269億円

5.9%

その他

864億円

19.1%



出典： 「令和６年度６次産業化総合調査結果」

2 ＊
事業体数 40 事業体 1,390 事業体 9

7
出典： 「2025年農林業センサス（令和７年２月１日現在）」、「令和２年国勢調査」（総務省統計局）、「令和７年集落

営農実態調査結果（令和７年２月１日現在）」 農家レストラン
総額 1,921 百万円 39,900 百万円

百万円 4,933 百万円 10 ＊
農業経営体数 20 経営体 770 経営体

集落営農数 97 集落営農 13,952 集落営農 35 農家民宿
総額 157

農業経営体数 250 経営体 4,350 経営体 3参考）世帯総数 2,773,840 世帯 55,830,154 世帯 6

1

観光農園
総額 2,122 百万円 39,113 百万円 5 ＊

6

販売農家数 25,485 戸 792,808 戸 9 事業体数 1,240
農産物直売所

総額 45,787 百万円 1,134,381 百万円
事業体 20,960 事業体

総農家数 37,815 戸 1,394,135 戸 13

13
事業体数 710 事業体 26,910 事業体 9

農産加工
総額 25,490 百万円 1,006,107 百万円

区 分 千 葉 県 全 国 全国順位

法人経営体数 1,018 経営体 33,819 経営体 6

農業経営体数 26,486 経営体 836,054 経営体 9

人 6
出典： 「2025年農林業センサス（令和７年２月１日現在）」、「認定農業者の認定状況（令和７年３月末現在）」、「令

和２年国勢調査」（総務省統計局）農業経営体数、農家数及び集落営農数

農業生産関連事業の年間販売（売上）金額及び事業体数区 分 千 葉 県 全 国 全国順位

法人 29,684 法人 9
出典： 「令和６年度の荒廃農地面積（令和７年３月３１日現在）」 参考）人口総数 6,284,480 人 126,146,099

13

荒廃農地面積 11,908 ha 256,667 ha 5 法人数 797

-

区 分 千 葉 県 全 国 全国順位
国、市町村認定及び都道
府県認定経営体数 5,906 経営体 212,136 経営体

荒廃農地面積 基幹的農業従事者数に対
する65歳以上割合 67.6 ％ 69.6 ％

人 7

65歳以上 25,210 人 721,311 人 5

出典： 「令和６年耕地面積（7月15日現在）」 、「令和８年全国都道府県市区町村別面積調（１月１日時点）」（国
土交通省国土地理院）

女 14,256 人 376,896

男 23,013 人 659,332 人 7

人 1,036,228 人 7

参考）総土地面積 5,156.48 Km2 377,979.74 Km2 28

全 国 全国順位

牧草地 384 ha 585,900 ha 25 基幹的農業従事者数 37,269

ha 248,600 ha 30 区 分 千 葉 県

基幹的農業従事者数及び認定農業者数普通畑 45,700 ha 1,118,000 ha 4

樹園地 2,580

ha 11
出典： 「農地中間管理機構の実績等に関する資料（令和６年度版）」

畑 48,700 ha 1,952,000 ha 7

31.7 ％ 61.5 ％ 36田 70,900 ha 2,319,000

ha 16耕地面積 119,500 ha 4,272,000 ha 10
集積率

全 国 全国順位
担い手への集積面積 37,823 ha 2,627,068

千 葉 県 の 農 業 （ ２ ）

・耕地面積は11万9,500haで全国10位。うち田が７万900ha、畑が４万8,700ha。
・農業経営体数は２万6,486経営体で全国９位。うち法人経営体数が1,018経営体で６位。
・国、市町村認定及び都道府県認定経営体数は5,906経営体で全国13位。うち法人数が797法人で９位。
・農業生産関連事業は、農産物直売所の年間販売（売上）金額が458億円で全国６位、事業体数は1,240事業体で１位。

担い手への農地の集積状況耕地面積

区 分 千 葉 県 全 国 全国順位区 分 千 葉 県



28
出典： 「2025年農林業センサス（令和７年２月１日現在）」 出典： 「令和６年木材統計」

42 国産材と輸入材 3 工場 386 工場法人経営体数 21 経営体 3,813 経営体

国産材のみ 58 工場 3,013 工場 24

工場 3,492 工場 29

林業経営体数 132 経営体 23,300 経営体 38

区 分 千 葉 県 全 国 全国順位 製材用素材の入荷があった工場数 66

全国順位
林業経営体数 製材工場数 71 工場 3,547 工場 23

出典： 「2025年農林業センサス（令和７年２月１日現在）」

製材工場数

区 分 千 葉 県 全 国

ha 17,627,155 ha 40

人工林面積 48,586 ha 10,059,386 ha 42

「令和６年木材統計」、「令和６年特用林産基礎資料」
国有林 7,564 ha 7,117,059 ha 43

民有林 145,630

ｔ 6
林野面積 153,194 ha 24,744,214 ha 40

出典：

*
区 分 千 葉 県 全 国 全国順位

ふき（天然） 生産量 12 ｔ 436

ｔ 6 *

くろあわびたけ 生産量 9 ｔ 100 ｔ 4

林野面積 ひらたけ 生産量 65 ｔ 4,004

生しいたけ 生産量 1,971 ｔ 61,959 ｔ 12

広葉樹 21 千㎥ 1,365 千㎥ 15

出典： 「令和６年林業産出額」 ひのき 6 千㎥ 3,019 千㎥ 34

からまつ 1 千㎥ 1,733 千㎥ 17

千㎥ 40

栽培きのこ類生産 14.0 億円 2,322.7 億円 26

40 針葉樹 46 千㎥ 18,398木材生産 7.6 億円 2,369.4 億円

67 千㎥ 19,763 千㎥ 40

全 国 全国順位

林業産出額 23.5 億円 4,769.8 億円 37 素材生産量

千 葉 県 の 林 業

・林業産出額は23.5億円で全国37位。うち木材生産が7.6億円、栽培きのこ類生産が14.0億円。
・林産物の生産状況は、素材生産量が全国40位、くろあわびたけが全国４位、ひらたけ、ふき（天然）が６位。

林業産出額 林産物の生産状況

区 分 千 葉 県 全 国 全国順位 区 分 千 葉 県



8
出典： 「2023年漁業センサス（令和５年11月１日現在）」 出典： 「令和６年度６次産業化総合調査結果」

24 事業体数 10 事業体 380 事業体動力漁船 1,003 隻 58,907 隻

13

漁家レストラン
総額 1,167 百万円 13,511 百万円 2 ＊

20 ＊

漁船隻数 2,303 隻 109,284 隻 18 漁業経営体数 10
漁家民宿

総額 58 百万円 5,440 百万円
経営体 540 経営体

百万円 13 ＊
事業体数 20 事業体 780 事業体 11

漁船隻数
水産物直売所

総額 963 百万円 34,259

区 分 千 葉 県 全 国 全国順位

22
事業体数 10 事業体 1,160 事業体 24

水産加工
総額 1,580 百万円 193,147 百万円

出典： 「2023年漁業センサス（令和５年11月１日現在）」 区 分 千 葉 県 全 国 全国順位

女 176 人 11,632 人 16

出典： 「令和６年漁業・養殖業生産統計」

男 2,496 人 109,757 人 16
漁業生産関連事業の年間販売（売上）金額及び事業体数

3,487 t 10
海面漁業就業者数 2,672 人 121,389 人 17

千 葉 県 全 国 全国順位
あゆ 35 t

漁業就業者数
内水面養殖業収獲量 105 t 29,131 t 26

区 分

ふな 5 t 248 t 5

*出典： 「2023年漁業センサス（令和５年11月１日現在）」

内水面漁業漁獲量 19 ｔ 17,915 ｔ 27

内水面漁業・養殖業生産量 124 ｔ 47,046 ｔ 31

t 307 t 1内水面漁業経営体数 76 経営体 4,076 経営体

ｔ 802,927 ｔ 22 *
海面漁業経営体数 1,347 経営体 65,662 経営体

区 分 千 葉 県 全 国 全国順位
海面養殖業収獲量 3,23318
まぜのり 17815

1

かたくちいわし 15,164 t 102,699 t 1

漁業経営体数 いせえび 259 t 954 t

*

出典： 「令和６年漁業産出額」 すずき類 728 t 4,287 t 1

このしろ 2,478 t 3,756 t 1

ｔ 9

海 面 養 殖 業 23 億円 5,891 億円 24 *

14 * 海面漁業漁獲量 79,828 ｔ 2,786,195海 面 漁 業 186 億円 8,894 億円

83,061 ｔ 3,589,121 ｔ 14 *

全 国 全国順位

海面漁業・養殖業産出額 210 億円 14,785 億円 21 海面漁業・養殖業生産量

千 葉 県 の 水 産 業

・漁業産出額のうち、海面漁業・養殖業産出額は210億円で全国21位。
・水産物の生産状況は、海面漁業のこのしろ、すずき類、かたくちいわし、いせえびが全国１位、海面養殖業のまぜのりが１位、内水面漁業のふなが５位。
・漁業生産関連事業は、漁家レストランの年間販売（売上）金額が12億円で全国２位、事業体数は10事業体で８位。

漁業産出額 水産物の生産状況

区 分 千 葉 県 全 国 全国順位 区 分 千 葉 県



千 葉 県 の農 林 水 産業 の 話 題等

県では、稼げる農林水産業の実現を図るため、「千葉県の顔」である日本なしやかんしょ、輸出が盛んな植木類など
の生産力強化や消費拡大を推進していく。

１ 日本なし
千葉県の日本なしは、生産量（収穫量）・栽培面積・産出額共に日本一を誇る。一方、生産者の高齢化や担い手不足

による栽培面積の減少、老木化等により生産量は減少傾向にある。そうした現状を踏まえ、県では、園地集積や改植の
ほか、省力樹形の導入による規模拡大を進めている。また、ジョイント栽培による早期成園化の効果検証等、収益性の
向上に向けた技術開発を行っている。
さらに、令和８年３月には、「梨といえば千葉県」というイメージを広く訴求し、本県が日本一の産地であることの

認知度向上を図るため、新たなブランドデザインを決定した。今後は、各種販促物に幅広く活用し、定着を図っていく。
引き続き、生産量増加のため安定した生産体制を確立していくとともに、消費拡大に向けた取組を進めていく。

２ かんしょ
千葉県のかんしょは、全国３位の農業産出額を誇り、成田市や香取市を中心に生産されている。かんしょは経営体数

の減少に伴い作付面積が減少しているが、夏場の焼き芋需要等も定着し需要は高いことから、県では、品質の良いかん
しょを、年間を通して安定的に供給できる体制を整備するための定温貯蔵庫導入に対して助成している。また、農協等
によって運営されている集出荷場などの共同利用施設は、均一な品質で安定的に農産物を供給するとともに、農業者の
労力を軽減するなど重要な役割を果たしているが、近年、老朽化が課題となっているため、共同利用施設の機能向上や
合理化に向け、助言・指導をしている。
あわせて、県では、「ご褒美スイーツ」としての新しいイメージの普及と本県が全国のトップクラスの産地であるこ

との認知度向上を図るため、国内最大規模のさつまいも特化型イベント「さつまいも博」の誘致をはじめ、集中的なプ
ロモーションを展開し、消費拡大に向けた取組を進めている。

３ 花植木
千葉県の花植木は、切花、鉢もの、植木など全国屈指の生産を誇り、切花、植木類ともに県の輸出重点品目に位置付

けられている。特に、植木類については、県の農産物の輸出額のおよそ８割を占め、匝瑳市、東金市を中心に盛んに輸
出が行われている。さらなる輸出拡大のため、県では、根洗い試験など輸出相手国の検疫条件に対応できる技術実証を
進めている。
令和９年３月から横浜市で開催される、2027年国際園芸博覧会の日本政府苑では、次世代の花き園芸、造園、農業の担

い手となりうる高校生を対象に、「花とみどりで創る景色」をテーマとしたガーデン制作と課題研究活動のプログラム
が企画され、選出された全国５校のうち、当県からは県立成田西陵高校が選ばれ、制作活動に取り組んでいる。
県では、全国有数の花き・植木産地であることを生かし、屋内外の展示会場やイベントへの出展を行うとともに、会

場での農産品の販売を通じて需要喚起を行っていく。

稼げる農林水産業の実現

輸出用植木の
根洗い試験

ガーデン制作活動中の
成田西陵高校生徒

日本なしの省力樹形

さつまいもの青果

千葉の梨ブランドデザイン
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